
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
洋
陶
磁
学
会 

第
四
十
七
回
大
会
の
お
知
ら
せ 

  

新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

二
〇
一
九
年
度
の
大
会
を
左
記
の
と
お
り
北
海
道
江
別
市
で
開
催
致
し
ま
す
。 

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

東 

洋 

陶 

磁 

学 

会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

＊
日 

時 

二
〇
一
九
年
七
月
十
九
日
（
金
）: 

現
地
見
学
会
（
貸
切
バ
ス
） 

二
十
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
日
）：
見
学
・
研
究
発
表 

＊
共 

催 

江
別
市
教
育
委
員
会 

＊
会 

場 

江
別
市
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
江
別
市
西
野
幌
一
一
四-

五 

 
h

ttp
://w

w
w

.city.eb
etsu

.h
ok

k
a
id

o.jp
/site/cera

m
ic/

） 

 
 
 
 
 

江
別
市
野
幌
公
民
館
研
修
室
３
・
４
号
（
江
別
市
野
幌
町
一
三-

六 

h
ttp

s://w
w

w
.e-s-k

ou
sy

a
.com

/n
op

p
oro/in

st/in
d
ex

.h
tm

l

） 

＊
テ
ー
マ 

「
北
海
道
に
お
け
る
陶
磁
文
化
の
歴
史
と
特
質
、
そ
し
て
未
来
」 

＊
趣 

旨 

江
別
市
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
館
二
十
五
周
年
に
あ 

た
り
、
小
森
忍
の
業
績
、
北
海
道
の
東
洋
陶
磁
史
研
究
の
成
果
を
集
大 

成
し
、
あ
わ
せ
て
北
海
道
陶
芸
の
可
能
性
を
探
る
。
古
代
か
ら
近
代
ま 

で
の
陶
磁
史
研
究
に
つ
い
て
、
各
時
代
の
研
究
者
に
よ
る
最
新
の
成
果 

に
基
づ
く
研
究
発
表
、
お
よ
び
北
海
道
ゆ
か
り
の
現
代
陶
芸
作
家
の
作 

陶
活
動
の
紹
介
を
行
い
、
さ
ら
に
総
合
討
論
で
今
後
の
展
望
を
検
討
す 

る
。
見
学
会
で
は
、
陶
芸
工
房
・
煉
瓦
工
場
等
を
訪
問
し
、
北
海
道
窯 

業
に
お
け
る
技
術
的
課
題
や
産
業
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
認
識 

を
深
め
る
。 

＊
日 

程 

七
月
十
九
日
（
金
）
見
学
会
（
貸
切
バ
ス
）
＊
定
員
五
十
名 

午
後
一
時
：
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
北
口
発
（
午
後
六
時
頃
：
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
北
口
解
散
） 

米
澤
煉
瓦
工
場
（
江
別
市
）
→
こ
ぶ
志
陶
苑
こ
ぶ
志
窯
（
岩
見
沢
市
） 

七
月
二
十
日
（
土
） 

午
前
九
時
三
十
分
：
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
合 

・
江
別
市
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
館
二
十
五
周
年
記
念 

「
小
森
忍
・
河
井
寬
次
郎
・
濱
田
庄
司 

―
陶
磁
器
研
究
と
そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
」
見
学 

【
各
自
で
昼
食
】 

午
後
一
時
よ
り
受
付
：
午
後
一
時
三
十
分
開
会 

江
別
市
野
幌
公
民
館
研
修
室
３
・
４
号 

・ 

東
洋
陶
磁
学
会
常
任
委
員
長
挨
拶 

・ 

基
調
講
演
「
北
海
道
陶
芸
の
概
況
と
本
道
に
お
け
る
小
森
忍
の
軌
跡
」 

 
 
 
 
 
 

兼
平 

一
志 

・
研
究
発
表 

「
北
海
道
島
に
お
け
る
本
州
産
須
恵
器
の
流
通 

―
五
世
紀
～
十
一
世
紀
―
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

琢
也 

「
奥
羽
か
ら
見
た
北
海
道
島
―
十
二
～
十
四
世
紀
―
」 

 
 

飯
村  

均 

「
北
海
道
島
に
お
け
る
陶
磁
器
流
通
―
十
二
世
紀
～
十
九
世
紀
―
」 

関
根 

達
人  

 
 

・
総
合
討
論
１ 

・
懇
親
会 

午
後
六
時 

～ 

於 

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
や
し 

野
幌 

（
江
別
市
野
幌
町
五
五-

二
）  

七
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
受
付 

十
時
よ
り
発
表 

・
研
究
発
表 

「
北
海
道
に
お
け
る
近
代
窯
業
の
展
開 

―
箱
館
焼
か
ら
小
森
忍
ま
で
―
」 

 
 
 
 
 
 
 

園
部 

真
幸 

「
陶
芸
・
新
天
地
―
北
か
ら
の
発
信
―
」 

 
 
 
 
 
 
 

中
村   

裕 

 

「
江
別
で
の
磁
器
制
作
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
川 

智
浩 

【
昼
食
】 

「
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
そ
し
て
千
葉
へ 

―
自
然
と
風
土
、
故
郷
と
制
作
に
つ
い
て
―
」 

 
 
 

高
橋 

朋
子 

「
北
海
道
の
風
土
と
や
き
も
の
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
沢 

敏
也 

・
総
合
討
論
２
（
午
後
三
時
終
了
予
定
） 

＊ 

費 

用 

・
大
会
参
加
費
（
参
加
者
全
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
、
〇
〇
〇
円 

・
バ
ス
見
学
会
費
（
十
九
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 

二
、
五
〇
〇
円 

・「
小
森
忍
・
河
井
寬
次
郎
・
濱
田
庄
司
―
陶
磁
器
研
究
と 

そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
」
見
学
費
（
二
十
日
） 

 
 
 
 
 

六
〇
〇
円 

・
懇
親
会
費
（
二
十
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 
 
 

五
、
〇
〇
〇
円 

・
お
弁
当
（
二
十
一
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 
 
 

一
、
〇
〇
〇
円 

 ＊
交 

通 

十
九
日
バ
ス
見
学
会
集
合
場
所
：
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
北
口 

【
Ｊ
Ｒ
】
函
館
本
線
札
幌
駅
か
ら
普
通
列
車
二
十
五
分
（
快
速
列
車
十
八
分
） 

 

二
十
日
見
学
会
集
合
場
所
：
江
別
市
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

【
車
】
札
幌
駅
か
ら
四
〇
分
・
国
道
１
２
号
経
由 

【
Ｊ
Ｒ
】
札
幌
駅
か
ら
十
八
分
→
野
幌
駅
で
Ｊ
Ｒ
バ
ス
乗
り
換
え
十
一
分 

→
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
下
車 

【
バ
ス
】
野
幌
駅
経
由
→
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
下
車 

 
 

い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
か
ら
乗
車
時
間
十
分
程
度 

・
新29

／
新
札
幌
駅
～
野
幌
総
合
運
動
公
園
（
野
幌
南
口9
：02
頃
） 

・
江92

／
北
広
島
駅
～
江
別
駅
（
野
幌
北
口8

：03

頃
） 

運
行
時
刻
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
厚
別
営
業
所(011-891-2544)

か 

Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
（011-382-2478

）
へ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
の
サ
イ
ト
に
時
刻
表 

が
あ
り
ま
す
。 

h
ttp

://w
w

w
.jrh

ok
k
a
id

ob
u

s.com
/tim

eta
b
le/ 

平
日
・
土
日
で
は
ダ
イ
ヤ
が
違
い
ま
す
。
各
自
で
お
調
べ
下
さ
い
。 

＊
野
幌
駅
で
の
タ
ク
シ
ー
は
台
数
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

       

二
十
日
午
後
・
二
十
一
日
研
究
発
表
：
江
別
市
野
幌
公
民
館
研
修
室 

【
Ｊ
Ｒ
】
函
館
本
線
札
幌
駅
か
ら
普
通
列
車
二
十
五
分
（
快
速
列
車
十
八
分
） 

→
野
幌
駅
徒
歩
十
分 

 

http://www.jrhokkaidobus.com/timetable/


                                               

                   

【
宿 

泊
】 

江
別
市
や
野
幌
に
は
宿
泊
施
設
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
札
幌
泊
な
ど
で 

お
取
り
下
さ
い
。（
岩
見
沢
に
も
宿
泊
あ
り
） 

な
お
旅
行
シ
ー
ズ
ン
と
も
重
な
る
た
め
、
各
自
で
お
早
目
に
御
手
配
の
ほ 

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

［
注 

意
］ 

・
参
加
申
込
は
七
月
八
日
迄
に
、
振
込
用
紙
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
発
表
の
演
題
お
よ
び
順
序
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

・「
発
表
要
旨
」
を
大
会
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

・
交
通
の
ご
案
内
な
ど
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。
各
自
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

 
 

野
幌
の
駅
前
に
は
、
あ
ま
り
多
く
の
タ
ク
シ
ー
も
無
い
よ
う
で
す
。 

バ
ス
も
一
時
間
に
１
本
、
一
日
に
３
本
の
路
線
だ
っ
た
り
し
ま
す
。 

 
 
 

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。 

 
 

＊
初
の
北
海
道
開
催
の
為
、
現
地
の
状
況
が
良
く
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
自
で
よ
く
お
調
べ
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 

東 

洋 

陶 

磁 

学 

会 

 

一
〇
二-

〇
〇
七
四 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南 

一-

五-

六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
そ
な
九
段
ビ
ル
五
階 

Ｋ
Ｓ
フ
ロ
ア 

電
話
・F

A
X
 

〇
三
‐
三
二
三
九
‐
一
二
七
七 

 

https:// toyotoji.com/ 


